
第１部　2011年度の動き   ｜放送文化賞受賞者

NHK年鑑’12 64

　日本放送協会放送文化賞は，1949年度に創設。
放送事業の発展に寄与し，放送文化の向上に特段
の功績があったと認められる方々に対して贈呈し
ており，今回の 6人をあわせ，これまでに406人
が受賞。（これまでの受賞者一覧⇒p.796）

あさの　あつこ　　作家
　原作がドラマ化された『バッテリー』，アニメ
化された『テレパシー少女　蘭』は，視聴者から
高い支持を受けた。また，作家，そして母親であ
る立場から数々の番組に出演。なかでも岡山放送
局では 4年にわたり『月刊岡山トラのアナ』にレ
ギュラー出演し，全国放送と地域放送に大いに貢
献した。
〔主な出演番組〕
2008　『課外授業ようこそ先輩』

「わたしへのラブレター」G
2009　『わたしが子どもだったころ』

「作家・あさのあつこ」HV
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　　俳優，歌手
　1960年に映画デビュー。「若大将」の名で親し
まれるとともに歌手としても自ら作曲を手がけた
「君といつまでも」「お嫁においで」などのヒッ
ト曲で知られ，多くのミュージシャンに影響を与
え続けた。また，『NHK紅白歌合戦』をはじめ『大
河ドラマ』やラジオ番組まで幅広く出演し，放送
文化の向上に貢献した。
〔主な出演番組〕
1986～1989　『加山雄三ショー』G

 『 NHK紅白歌合戦』Gほか　合計17
回出場

  第37回～39回は白組司会を務める
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　　東京工業大学名誉教授・特命教授
　人と対話するコンピューターに必要な音声認識
や話者認識など，自動音声インターフェイスの研
究を第一人者としてけん引。音声認識を利用した
放送番組の自動字幕制作技術や音声・言語・画像
解析を組み合わせた番組検索技術の研究を精力的
に推進し，放送技術の発展に大いに貢献した。
〔主な委員歴〕
2002～2005　NHK放送技術研究所　技術顧問
2005～2011　同　　　　　　研究アドバイザー
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　　作・編曲・指揮者
　作・編曲・指揮者として，NHKの数多くの歌謡・
クラシック番組に携わり，なかでも『名曲アルバ
ム』の編曲は100曲以上にもなる。特に『歌謡チャ
リティーコンサート』では，長年にわたり音楽監
督・指揮を務め，番組を支えるとともに後進の若
手編曲家を熱心に指導し，音楽文化の向上に貢献
した。
〔主な関係番組〕
『名曲アルバム』Gほか
『 歌謡チャリティーコンサート』Gほか
『NHK紅白歌合戦』Gほか
『思い出のメロディー』Gほか
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　　染織史家
　植物染めによる日本の伝統色の再現に取り組
み，薬師寺や東大寺の年中行事に用いられる文化
財の復元や源氏物語の色五十四帖の再現などを
行ってきた。こうした取り組みの取材・放送に加
え，さまざまな番組に出演し，放送文化の向上に
貢献した。
〔主な出演番組〕
2001　『ハイビジョンスペシャル』

「 秘宝復元　法隆寺・聖徳太子の錦」HV
2011　『課外授業ようこそ先輩』

「豊かな色の世界を知ろう」G
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　　俳優
　数々の『大河ドラマ』に出演したほか，舞台や
ドキュメンタリーの語りなど幅広く活躍。2011年
の『連続テレビ小説』「おひさま」ではヒロイン
の現代を演じながら語りを務め，存在感と安定感
をもって番組を支えた。「おひさま」で美しい本
来の日本語を呼び覚ました功績は高い評価を受け
た。
〔主な出演番組〕
1972　『大河ドラマ』「新・平家物語」G
1988　『大河ドラマ』「武田信玄」G
2011　『 連続テレビ小説』「おひさま」Gほか
2011　『邦画を彩った女優たち』BSP

□◆ 放送文化賞受賞者（2011年度） 2012年 3 月22日，放送記念日記念式典で贈呈


